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李|歴史の散歩道づくり

首I r二の丸通り」なと3か所が完成
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平成元年

4;.官6
第 1029号

-八a堂(国分寺)の花祭り

信機国分寺では 4月8目、恒例の花然

。}が行われました.あいにくの雨にもか

かわらず、午後になると、薄暗い本堂内

は地区の子どもたちゃ参拝者でぎっし 1)。

一人ひと り釈迦の誕生仏の像に甘茶を注

いでいました(=写真λ このあと、主U!JJ:
めだんごの授与も行われました。

市民と市長の日 5月2日{必午liij9時から正午まて、市役所 3階市長室で行います。お気軽にどうぞ



zY  
止/す仁、}

の椋歩1皐 J

官主歩とω

ドナー
所が完成

:上回城跡公園東側に笠備した「ニ

:の丸通り J散策道 ミニ公園的な

役割も果たしています
身近な歴史lこ触れなガら、ゆっくり叡策を楽し

んでもらおうと、市ガ進めている「歴史の叡歩道」

重量備事業。この-11として、上回服飾公園東側の

二の丸通りなど3か所〈約350伝〉の鍛策遥ガ、こ

のほど完成しました。旗下町の雰囲気を演出しだ

新しいプロムナードの誕生です。さあ、あなたも

歩いてみませんか。きっと伺ガガ発見できるでし

ょっ。

武弁英子さん

(大手町・44歳)

お
し
ゃ
れ
な
敵
歩
道

京
の
ほ
く
に
、
ゆ
ゥ
く
り
少
け
、

し
か
し
お
し
ゃ
れ
な
欣
少
泣
か
で
き

た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
へ
，

潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の

散
歩
道
に

築
城
凶
何
年
の
版
史
を
も
っ
上
回

域

。
そ
の
城
下
町
と
し
て
発
展

し
て
き
た
上
国
市
は
、
市
内
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
ま
す
形
の

地
形
や
町
並
み

な
ど
、
当
時
的
削
杉
を
色
波
〈
伐
し

て
い
ま
す
。

山
が
泌
め
て
い
る
「
似
山に
の
欣
少

辺
」
づ
く
り
は
、
こ
れ
ら
を
似
存
し

な
が
ら
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
k

m城
へ
の
ル

l
卜
を
税
制
し
、
市
民

や
観
光
客
に
ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
も

ら
ふ
め
が
ね
ら
い
ロ
制
い
と
や
す
ら

v
さ
の
場
を
縫
供
す
る
と
と
も
に
、
魅

f 

昨
は
は
、
併
を
避
け
て
歩
か
な
く
て
も

よ
さ
そ
う
で
す
.
た
だ
、
ニ
れ
ら
の

散
歩
道
や
ポ
ケ

ヅ
ト
ハ

|
ク
が
点
と

の
つ
な
が
リ
な
の
で
、
述
続
性
を
も

た
せ
る
司
』
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
.

k
m
駅
を
降
り
た
ら
、
自
然
に
よ
凶

川
崎
へ
た
ど
り
府
い
て
い
た
|
|
そ
ん

な
迫
づ
く
り
を
命
惜
し
ま
す
そ
し

て
途
中
に
は
お
休
み
所
」
が
ほ
か

れ
、
ハ
ギ
、
オ
ウ
バ
イ
、
コ
テ
マ
リ

な
ど
の
多
年
円
悼
の
軌
物
が
道
端
や
上

手
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
よ
う
な
:・
。
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カ
あ
る
縦
し
ま
れ
る
ゾ

l
ン
に
し
て

い
き
ま
す

4

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
第
二
中
学
校

前
と
観
光
会
館
周
辺
の
少
道
(
約
二

U
γ
)
、
商
工
会
議
所
前
の
ポ
ケ
ッ
ト

ハ
l
ク
を
然
備
し
て
き
ま
し
た
・

新
た
に

一二
か
所
が
完
成

今
回
般
的
剛
し
た
の
は
、
ヒ
凶
城
跡

公
凶
山
肌
側
の
こ
の
九
泌
リ
(
こ
の
九

泊
り
散
策
滋
}
、
市
役
所
駐
収
場
米
側

{
大
手
市
泊
り
で

しい

m山
川
俊
樹
沿
い

(
わ
ね
堀
泊
り
散
策
辺
)
の
三
か
所
、
約

三
行
五
十

γ
て

す

総

引
業
代
は
八

千
二
行
万
円

上
聞
城
や
周
辺
の
町
民
み
に
ム
円
わ



の町下

のHヨB

恒2石

フロ&
「二の丸通り」など3か

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
道
に
は
打
庖
の

拙
樹
術
や
行
位
、
灯
ろ
う
な
ど
を
ぷ

辺
。
城
下
町
の
雰
囲
気
を
盛
り
立
て

て
い
ま
す
。

-
二
の
丸
通
り
散
策
道

枯
れ
山
水
風
の
底
剛
造
り
が
特
徴
・

倣
.
れ
に
は
兵
凶
十
必
セ
の
似
を
彫
っ

た
行
似
も
n凡
ら
れ
ま
す
・
ま
た
、
け

や
き
並
木
遊
歩
道
と
接
続
し
て
い
る

の
で
、
広
範
閉
め
散
策
が
楽
し
め
ま

す
。
歩
道
で
あ
り
な
が
ら
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
(
ミ
ニ
公
園
)
の
役
刈
も

総
ね
て
い
ま
す
.

園
大
手
官
開
通
り
散
策
進

歩
道
北
側
は
ガ
ス
燈
や
叫
刻
ム
H

が

設
泣
き
れ
、
ス
ペ
ー
ス
も
広
く
と
っ

て
あ
り
ま
す
。
ミ
ニ
広
場
と
い
っ
た

感
じ
。
繭
形
を
あ
し
ら
っ
た
敷
石
は

「
d
m」
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

-
お
娼
通
り
散
策
道

市
指
定
文
化
財
の
上
凶
拙
滞
柑
主
印
居
拍
.
飴館

淡
門

(上
図
高
校
正
門
)て、
土
嗣塀柳、堀

に
A

に
触
れ
な
が
ら
砧
恕
叩
忠
山
、
え
え
る
州
場
吻
と
し
ま
し

た
.

庭
園
風
で
落
ち
着
く

花
H
凡
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
て
み
ま

し
た
。
山
地
凶
胤
で
ス
ペ
ー
ス
も
た

つ

ぷ
リ
・
通
り
過
ぎ
る
だ
け
で
は
、

も
っ
た
い
な
い
歩
道
で
す
ね
.

な
か
な
か
い
い
感
↑
いで

す

和

み
ま
す
よ
。
ド
の
け
や
き
笹
本

進
歩
道
に
飾
り
ら
れ
る
の
も
気

に
入
り
ま
し
た
。
係
た
ち
も
書

ん
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
公
聞
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

{
こ
の
丸
通
り
で
)

さ
ら
に
進
め
ま
す

市
は
今
年
度
、
こ
中
か
ら
中
央
一

答
俗
間
交
差
部
分
ま
で
の
南
側
歩
道
(約

四
百
い
川
)
を
カ
ラ
l
舗
装
化
し
ま
す
・

こ
れ
は
市
制
位
十
周
年
記
念
恨
業

の

ア
ー
ト
ロ
ー
ド
と
し
て
位
世
づ
け
る

も
の
で
、
が
ス
絞
め
設
遣
、
野
外
彫

刻
な
ど
を
展
示
し
て
い
き
ま
す
・

な
お
、
来
年
度
以
降
は
上
回
高
校

と
J
R
上
回
釈
を
結
ぶ
卓
坂
通
り
を

箆
備
し
て
い
く
予
定
で
す
.

※
「
歴
史
の
散
歩
道
」
の
勘定
備
に
よ

り
、
市
役
所
東
側
駐
車
場
が
若
干
狭

く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
市
で
は
、

斤
舎
南
側
駐
車
椙
帽
を
開
放
し
、
従
来

よ
り
駐
車
ス
ペ

ー
ス
を
多
く
確
保
し

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

…
・
市
役
所
駐
車
場
東
側
の
「
大
手
湾

…
通
り
」
散
策
道
。
ガ
ス
鐙
付
近
は
進

…
幅
も
広
〈
、
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場

…
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
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今回整備された「歴史の散歩道」
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中
小
企
業
融
資
の

ご
利
用
を

上
田
市
中
小
企
業
倣
資
(
制
度
資

金
)
は
、
多
く
の
商
工
業
者
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
が
長
野
県
信
用

保
証
協
会
と
市
内
の
各
金
融
機
関
の

協
力
を
得
て
、
中
小
企
業
を
経
営
す

る
皆
さ
ん
に
品
仰
望
す
る
金
融
機
関
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
制
度
で
す
。

今
年
度
も
、
昨
年
度
と
問
機
に
低

金
利
に
て
融
資
を
受
け
や
す
く
し
ま

し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

-
u
v
 

-
資
金
は
-
-
ん
な
と
き
に
:
・

マ
商
品
の
仕
入
れ
に
マ
資
金
繰

り

に

マ

工

場

・
底
舗
な
ど
の
建
築

に

マ

機

械

・
車
両
な
ど
の
騰
入
に

マ
工
場

・
応
舗
な
ど
の
用
地
取
得
に

・
中
小
企
鎌
融
資
の
内
容

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ

マ
術
商
工
総
(
内
線
1
4
0
2
・
1

4
0
3
)
 

マ
寝
間
商
工
会
(
宮
⑮

3
6
1
0
)

マ
川
阻
商
工
会
(
宮
@
2
0
3
3
)

上田市中小企業融資一覧

資 金 名 総資対象 資金使途 貸付限度 金利(年) 貸付期間

(1)市内に居住L、市
巡転資金 700万円 5.3% 

36か月

おtを完納している 以内
中小企業資金

人。 84か月
(2)市内にIi!i鋭、工場、 設備資金 1，200万円 5.3% 

以内
事務所または$~

不況対策
所を有するLの。 逆転資金 600万円

資 金 (3)常時使用する従業
不況対策 4.8% 

事五築資金
員の数が30人未満 逆転資金

700万円
60か月

であるニと。 設備資金 以内
特別資金 (4)1司一事業の営業実 本人負，，11.

倒産紡止
運転資金 1.000万円 35% 892 4 

資金
績を継続して 11f. 相h'-制i

1.3 
以上有すること.

(5)(i.l用保証協会の定 五E転資金
36か月

小規篠企業 める対象君主般を営
以内

450万阿 4.9% 
事業資金 むもの。 60か月 |

(6)その他iIiが定める
投i相資金

以内

むの. i箪転資金 72か月
独立開業資金 昆iただし、信用保証

設備資金
500万円 5.5% 

以内
協会の代{立弁i斉に

本人11f%u 84か月
公害紡止資金 より*ftH立務を負 設備資金 800万肉 3.8 

利子糊i給 以内J且している人およ 1.5% 

ぴ金融機関と取引 120か月
工場用地取得資金

停止中の人は除<.
ft!ifl府資金 3，000万肉 5.5% 

以内

(;主 1)上衰の償還方i告は均等月鍛償還、信用保証料は全額市負担です。

(注2)申込方法、各資金別級資対象、保鉦人の資絡などについては上田市商工縁、

t孟国商工会、川西商工会へお問い合わせください。

(注3)よ衰のほかに、共同事業資金、公共事業資金、大型応対策特別近代化資金が

あリます。
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健康メモ

心
の
健
康

ど企

j

ス
ト
レ
ス
②
j

私
た
ち
の
生
活
し
て
い
る
現
代
社

会
に
は
、
織
々
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
り

ま
す
。ス

ト
レ
ス
は
、
外
か
ら
の
刺
激
に

よ
っ
て
起
こ
る
体
に
不
都
合
な
反
応

を
い
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
心
身
の
仙
階
段
が
保

た
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に

は
避
け
さ
れ
ま
せ
ん
。
税
僅
的
に
ス

ト
レ
ス
を
受
け
止
め
、
よ
手
に
対
処

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
@

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
利
用
す
れ
ば
、

自
分
自
身
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
も

可
能
な
の
で
す
。

ス
ト
レ

ス
の
筏
皮

も
あ
っ
た
り
、
会
け
止
め
る
側
め
倒

人
経
も
あ
り
、
む
ず
か
し
い
点
も
あ

り
ま
す
が
、
普
段
か
ら
ス
ト
レ
ス
と

う
ま
く
付
き
合
え
る
よ
う
な
工
夫
を

①
適
度
な
休
養
を

取
リ
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

肉
体
的
疲
労
を
た
め
な
い
よ
う
に
、

き
ち
ん
と
休
養
を
と
る
こ
と
は
健
康

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

十
分
な
峰
眠
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
よ

く
限
れ
る
よ
う
に
、
寝
る
前
に
縫
い

体
操
を
し
た
り
、
食
一品
・時
間
と
寝
る



ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ
縫
い
運
動

ゴールデンウィークのi坐休中、ゴミの収集l.t下

淡のとおり実施しま寸ので、計画的にゴミ処則さ

れ主すようご協力をお断、、します。今年は、 5月

3日(水}のみ休日収集 をfi'¥・(水B/t:日 区械のみ)、

あとはカレンダーどおりの業務となります。

時
間
の
川
附
を
あ
け
た
リ
、
山
村
川
一
行
は

川
町
め
の
も
の
に
し
た
り
す
る
工
夫
も

必
妥
て
す
.

寝
つ
け
な
い
時
に
は
、
本
を
読
ん

で
み
た
り
、

切開即
一
に
蹴
ろ
う
と
せ
す

開
き
な
お

っ
た
気
持
ち
に
な
る
の
も

よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ね
神
的

な
後
れ
を
と
る
た
め
に
、
ぬ
る
め
の

川
崎
に
品
川
っ
く
り
入
る
こ
と
ら
よ
い
よ

う
で
す
ゆ
っ
た
り
と
入
浴
す
る
ニ

と
に
よ
り
、
緊
帰
し
た
神
経
が
は
ぐ

れ
て
く
る
の
で
す
。

②
気
分
転
換
を
上
手
に

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
た
め
に
は

で
与
る
か
V
3
リ
山
口
分
の
時
川
を
も
ち

附
州
刊
の
安
定
を
は
か
る
よ
う
ぷ
夫
し

ま
し
ょ
う
踊
を
切
り
跡
甘
え
る
た
め

に
趣
味
を
も
つ
こ
と
は
大
切
で
す
"

ま
た
、
明
日
へ
の
活
力
を
生
み
だ
す

た
め
に
、
現
災
か
ら
少
し
縦
れ
て
み

る
よ
う
な
小
さ
な
旅
を
す
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
う

生
活
に
似
パ
て
く
る
と
、
川
川
か
を

替
え
た
い
と
思
う
人
は
多
い
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
部
屋
の
脱
線
叫
甘
え
を

す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

あ
れ
ば
思
い
つ
い
た
時
に
し
て
み
る

の
も
絶

M
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
と
な

り
ま
す

③
あ
き
ら
め
も
必
要

何
こ
と
ら
考
え
込
む
よ
り
、
ま
ず

試
す
こ
と
で
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、

経
験
し
て
み
る
こ
と
は
心
身
の
鍛
練

に
む
役
立
ち
ま
す
時
に
は
、
あ
き

ら
め
の
よ
さ
ら
必
張
で
す
い
つ
ま

で
も
ク
ヨ
ク
ヨ
し
て
あ
き
ら
め
き
れ

な
い
人
は
、

h
A
ば
か
り
使
い
必
Mm
球

に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
.

④
友
人
の
輪
を
広
げ
よ
う

%
の
仰
せ
る
友
人
や

U
似
の
で
託
、

る
悶
ト
し
の
人
を
む
つ
こ
と
も
大
切
で

す
。
阿
っ
た
時
に
相
棺
附
し
た
り
、
い

rl'i 'l~税の導入に 11\い、県営水道の料金が下友の

とお り改定されま した。

t>改定の時期 4 ) 1 f山IJ分から新料金となります。

ただし、 3月31日以前から引き続き使用している

皆さんは、 6月以降納入分カ・ら新料金となります。

・問い合わせ 上m水道管理事務所 (~2110 )

月 日 曜日 収集業務

4月29日 @ 休 み

30日 @ 休 み

5月 l臼 月 月曜日区域のみ収集します

Z日 火 火 B後日区域のみ収集しま 4

3日 @ 水曜日区域のみ収集します
一 4日 @ 休 み

5日 @ 休 み
一 6日 土 土曜日区域のみ収集します

7日 @ 休 み

ゴミ収集日 程表

基本料金 新 料 金

'重aを剛量E過本趨につ料水えい金量るて I .水苦言の
基本料金 半ヰ 金

口径

13m 10m'まで 1，143円 (1.110)
20nrn 20m'まで 2，317内 (2.250)
25nrn 25m'まで 2，997円 (2.910)

一30nrn 40m'まで 4，810円 (4.670)
40nrn 60m'まで 7，220円 (7.010)
50nrn 100耐まで 12，030円(11.680) 141円
75nrn 200m・まで 24，050円(23.350) (137) 
10Qnrn 300m'まで 36，080円(35.030) 
125mm 400m・まで 48，101円(46.700) 
150mm 600m'まで 72，161円(70，060) 
200mm 1，000m'まで 120，293門(116.790)

生活保穫 ・母子、 (基本料金)
:1婦世得の

.水器口径13聞の喝会 571 円 (555) 
L~ 

(4月l日施行))内は!日料金

広緩うえだ1.4. 16 

県営水道料金表

[5] 



きょうから 1

桜が11たさ !mめた 4fJ 5目、 di内の小学校で入学

バヵ'Hわれました。 i，'fII)J小ザ:校でむ、 69~与の新人

'k1'J・1心%に人'γ:(=写真)， $にでは、校l毛先生か「あ

いさつがはっきリできる f.になろう」と小小生と

しての心附えを訴した後、新2年生が償断Jtjιの

i皮リ )jなどを後続にわかりやすく教えました【

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ガ
一
堂
に

桜に誘われ長い行列

「触のまつり J カ、 4JJ 8・9日の

1II，j U、 1'.111公N11凶11(.j"j[j;で I)~J カ・れま

した。似!む八分11及きとあって、公開

内i主大'e.'.なにぎわい. ツツジ、サザ

ンカなどの前木約7，200本が内ι布さ

れた蝕{じ，-j(の燃料iJtI{Jj会(=写真)

にt:Hれ・91Jかできました。

泊圃圃』島

「新本総刷包・激励会」が 4)J 6日、 di民会館て・

IJiJかれました。この 4)J、上IJIrli . )L (-1町 ・ ~~mí

町に杭制したばかり のフレツンユマン約 l.200人

が参})II 心NIIKアナウンサ--tf木ー』殺さんの必

i~(や県符247子様除のi“おなどを殺しみました。

[6] 
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一

不

幸

に

し

て
H
十
ご
し
た
ヤ
ン
グ

祖

(
十
六

1
ニ
ト
問
成
)
の
砂
川
亡
川
町
閃

品
の
ト

ッ
プ
は
，
交
通
事
仙
ヂ
で
、
夫

町
に
叱
附
の
一ニ
0
0
0
以
上
を
内
め
て
い

E

ま
す

司
毎
年
、
令
同
で
九
千
人
以

k
の
人

官
々
が
交
通
事
政
で
死
亡
し
て
い
ま
す

祖
が
、
そ
の
二
五
%
は
ヤ
ン
グ
で
す
。

U

「
ま
さ
か
、
自
分
が
交
通
事
故
で
死

亘
ぬ
な
ん
て
:
・」
と
た
か
を
く
く
ら
ず

巴
今
一
度
あ
な
た
の
交
通
安
全
を
般
か

恥
め
ま
し
ょ
う
。

E

マ
巡
転
免
舟
町
は
、
免
時
川
嶋
田
伝
の
証
で

巴

は

な

い

町

マ
ド
ラ
イ
ブ
中
の
持
政
が
多
発
・
泌

E

皮
な
溢
び
悠
覚
、
浮
か
れ
気
分
は

直

治

一

物

町

マ
腕
前
を
沿

M
せ
ず
.
安
全
巡
似
の

‘

伎

を

附

こ

う

品

マ
ど
ん
な
速
度
で
も
状
況
に
過
介
し

ー

な

け

れ

ば

「
ス
ピ
ー
ド
の
山
し
過

亀

ざ

」

U

マ一

0
.・の
語
以
ア

ァ
プ
で
欽
.
ま
γ

邑

m加
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精
肉
ア
ミ
ρ
ー

J

J

t

l
ド
さtHベ

ち

.Ij 1亡の傑公I1iIのコーカー ト場が4JJ 9 

口にオーブン L、家紋i虫れや若者のグル

ープなどが今シーズンの初来りを~しみ

ました。ゴ一方ート止めは、 9月24日まで

のよ ・日曜日と祝日に開業します {た

だし反休み中は1，;:LJ 開業九

司令
昭和22~手ごろの

祝町と上田城

企
宮高
田
傍
陽
線
の
レ

l
ル
が
な
つ
か
し

'L・
4
住
宅
や
后
舗
で
い
っ
ぱ
い
の
現
在

華やかに民踊まつり

~)24 問 r J: 1Il 1~ ~，fIまつり J iJ ~4tJ9 r1、

市民会館で聞かれました。73同体の400人

はどか穆やかなぷ袋て'-j.Uiりを披露。大勢

の鋭'多から挺んな拍子か送られました

また、姉妹都市・の.1..也市からも特別JII1i衡

かあり、岡市の交流を深めました.

-
R
 

-
E
 

直

一
器
科
医
師
会
で
は
、
「
よ
い
品
聞
の

E

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
参
加
者
を
枝
野
猿
し

品
て
い
ま
す

官

マ

応
募
資
絡

①
悶
ゆ
と
に
J

部
門
:
-

R

昨
年
間
け
か
ら
今
年
一
ニ
け
ま
で
に
二
一

司
北
川
高
一
円
一
位
み
を
受
珍
し
た
幼
児
と

町
付
綬
②
咋
川
船
お
部
門

:
七
ト
策
以
上

車
で
向
分
の
仰
が
全
部
吸
っ
て
い
る
入

山
(
治
心
理
的
は
可
}
マ
応
募
期
限

四

也
事
付
二
十
八
日
制
マ

問
い
合
わ
せ

草
川
附
削
叫
チ
防
波
(
内
似

1
3
7
4
)

-
E

a
 

1
3
5
t
S
μ
市
乍
乍
市
乍
市
市
帝
京
一
作

み
る
と
、
上
回
城
に
も
幾
多
の
変
遷

の
肢
史
か
あ
る
ん
で
す
ね
。

川、，
M
共ト
h
側
の
レ
!
ル
は
、
昭
如
刊
阿

卜
七
年
ま
て

h

ど
う
た
点
川
・
傍
叫
線

で
す

m叫

ιは
ご
む
の
と
お
り
で
、

線
路
の
カ

l
プ
が
同

一
一
場
所
を
知
る

決
め
手
に
な

っ
て

い
ま
す
@
ま
た
、

カ
ー
ブ

の
突
き
当
た
り
に
は
中
央
公

会
全
{
現
市
民
会
館

}
が

当
時
、
わ
た
し
は
ニ
卜-e、
J

一山崎

な
か
な
か

7

f
ル
ム
が
下
に
入
り
に

く
く
、
月
一
本
(
十
二
校
総
リ
}
が

や
っ
と
の
こ
と
で
し
た
。

-
古
い
写
真
を
募
集

M
怜

h
G
A
{
内
線

1
1
1
2
}
ま
で

-
-
一
制
限
く
だ
さ
い

提供者

成田岡IJ~ ん

(64歳・減北)

昭
如
刊
ニ
卜
二
年
ご
ろ
、
わ
た
し
が

船
ヲ
た
.
枚
何
か
の
つ
い
で
に
シ

ヤ
ヴ
タ
|
合
切
勺
た
も
の
で
し
ょ
う
。

た
ま
た
ま
、
凶
作
小
の
L
し
田
城
の
尚
・

北
ゃ
く
ら
が
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
明

治
初
期
に
解
体
さ
れ
滋
郊
と
な
っ
て

い
た
や
く
ら
か
、
昭
如
刊
一
一
ト
三
年
に

山
門
位
さ
れ
た
わ
け
で
す
.
こ
う
し
て

今
も
残
る

線
路
の
カ
!
プ

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集

広報うえ定1.4. 16 {ア}



ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r〈
幻

)
4
1
0
0

地
区
別

守
市
長
と
語
る
会
L

を

開
催
し
ま
す

三
月
十
六
日
号
の
広
鰍
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
市
内
十
六
会

場
で
「
市
長
と
語
る
会
」
を
引
き
続

き
友
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

上
国
市
の
将
来
計
画
を
立
て
る
た

神区別「市長と悟る会」日程表

と と ろ 対象地区ー

4月25日伏}農村環境敬司書センター 豊量生地区

4月27日出亀尻地区公民館1袋 nt 地区

5月 8日開)i!!i 笥L 回 会館l西 沼 田 地 区

5月10日刷東温国老人集会所 |賠問富士山地区

十時間はいずれも午後 7時から 9時まで。

・上記以降の日程は次長争以降でお知らせします。

め
、
存
地
械
の
党
以
へ
の
刊
札
、
ぺ
山

政
へ
の
災
叫
h

や
U
ご
ろ
お
気
つ
き
の

山
…
な
ど
、
何
で
J
U
け
つ
ニ
う
で
す
{

市
以
を
川
み
、
明
円
の
上
刷
山
に
つ

い
て
ご
な
比
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

・
問
い
合
わ
せ

金
耐
諜
{
内
線
1

2
2
2
)
 

別
所
温
泉
森
林
公
園

参
加
し
ま
せ
ん
か

が
み
ど
り
マ
ラ
ソ
ン
H

マ
と
き
四
月
二
十
九
日
山
(
み

ど
り
の
日

)
午
前
ト
時
三
十
分
集
合

マ
と
こ
ろ
別
所
焔
泉
森
林
公
開
(別

所
温
泉
か
ら
中
で
約
十
分
)
マ
コ
ー

ス

向

公
闘
か
ら
野
介
ま
で
住
似
約

五
♂

マ
参
加
資
格
小
学
生
以
上

行
名
マ
参
加
費
大
人
、
小
人
と

む

一
人
三
行
問

マ
日
程

乍
品
川
卜

一
時
に
ス
タ
ー
ト
{小
川
決
行
)、
正

午
か
ら
炎
彬
よ
と
抗
食
会
(燃
料
)、

参
加
者
会

μ
に
記
念
品

マ

申

込

方

法

四
月
二
十
日
附
か
ら
二
十
五
日

ωま
で
に
屯
訴

(念
@
8
2
6
6
・

有
線
②
0
7
5
1
)
な
ど
て
市
役
所

内
上
田
市
森
林
組
合
へ

道
路
工
事
な
ど
で

受
通
制
限
す
る
時
は

許
可
ガ
必
要
で
す

-医ヨ~.置TZ盟・

道
路
樹
削
‘
ん
与
の
取
り
峻
し
な
ど

で
、
米
泌
を
制
限
す
る
肌
え
H

は
、
許

可
か
必
必
て
す
.

許
可
を
受
け
て
な
い
と
、
交
通
制

限
区
肢
が
把
山
内
て
き
ま
せ
ん
ニ
の

た
め
、
火
災
や
が
煎
な
ど
の
時
に
紫

急
市
両
が
通
行
で
さ
す
、
大
き
な
被

山

K
M

を
引
き
起
、
」
す
要
因
と
も
な
り
ま

す
・市

役
所
、

m
R
祭
署
、
消
防
署
に
そ

れ
ぞ
れ
煽
け
出
を
し
、
許
可
を
受
け
、

安
全
に
工
事
し
ま
し
ょ
う
.

-
問
い
合
わ
せ

管
理
課
(
内
線
1

5
0
7
)
 

固定資産税
…第 1期

都市計画税

[8l 

納期限は 5月 l日(月)です

よろしくお願い します。

・収税課(内線1304)

広緩うえ足'!1.4. 16 

5
月
の
相
談
日

地
震
体
験
車
巳

乗
っ
て
み
よ
う

地
政
体
験
車
が
、
次
の
日
程
で
市



家
庭
雑
排
水

く
み
取
り
料
金
を

5
月
1
白
か
ら
改
定

五
月
一
日
か
ら
、
家
泌
総
排
水
の

く
み
取
り
料
金
が
別
表
の
と
お
り
改

定
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
ご
家
嵯
に
つ
い
て
い
る
二

百

r
の
楕
は
千
円
が
千
三
百
円
に
、

ニ
行
五
ト
t
の
糟
は
千
三

M
円
が
千

六
行
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
に
な

リ
ま
す

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
7
)

121iiiii恰園
毛言語孝明7

.吋iltiU¥¥¥¥UI;o.

(1歳6カ、月児)

也
前
向
崎
境
諜

{内

亀山繍希ちゃん
(川辺町)

橋言吉佳佑ちゃん
(下常国)

.庭緩排水くみ取り料金褒

収集量 ( t ) |改定料金 (18料金}

200 e未満 1，000内 ( 800円}

200 e以よー250l朱満 1，300円 (1，000円}

250 e以よー300t未満 1，600門 (J，300円)

300 e以よ50e増すごとに 300円加算(300門加算)

-5月の乳却児健康惨査

受付時間 いすれら午後 1時 - 211.~. 

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4 ・10か月

リυ、歯ブラシ(1歳 6か H児).1，液6か月児は、

，かちゃノレ 1刊肢の中にある健康珍1f.必に記入して

お持ちくださ L、。 3絞り己の他雌み先決は、様式

が安わりましたので、健診臼に会士めでg記入して

いただきます。

ホース延長(m)による加算料金

3Om以よ60m禾満のとき I 120円 (120円}

60m以上 I 270円 (270円)

宅
地
、
遊
物
留
守
取
引
主
任
者

協
貝
絡
取
得
準
備
講
座

受

講

生

を

募

集

上
小
山
町
千
職
業
訓
練
校
で
は
、
定

年
退
職
後
の
持
統
職
の
促
進
を
図
る

た
め
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
・

詳
し
く
は
同
校
(
宮

@
2
6
6
6
)

へ。

醤

J

・
ゆ
ず
り
ま
す

マ

と

き

五

月
十
六
日

ω、
十
七
~
マ
脚
ぷ

(新向山
)

五

千

円

日
附
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
(
マ
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

無
料

分
ま
で
マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
日
マ
家
具
制
こ
た
つ
五
千
同

マ
資
絡
紡
災
管
理
業
務
を
行
う
こ
ん
マ
ベ

l
タ
用
テ
ー
プ
(
三
十

と
の
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
…
一
本
二
百
五
十
円

人
マ
凪

xm料
会
員
三
千
五
百

r
h

〉円
V

ス
テ
レ
オ
‘
レ
コ
ー
ド
プ
レ

l
ヤ

非
会
以
五
千
円
マ
由
申
し
込
み
四
一
ー
、
ヘ

ッ
ド
フ
寸
ン
三
千
円

川
ト
じ
け
川
か
ら
丘
U
M
-
r
H
附
ま
で
…
マ
川
次
オ
ル
グ
ン
鉱
山
科

に
川
防
本
部

F
防
必
(
含
@
2
5
0
〉
マ
エ
レ
ク
卜
l
ン
二
万
円
、
無
料

1
内
総

2
1
7
)
へ

{

マ

-
K
防
相
川
水
協

無
料

一
マ
冷
蔵
山
(
酬
の
と
一
万
八
千
円

z
i
-
-
1
1一
一
〉
冷
蔵
雌
(
削

t
}

一
万
五
千
円

へ
マ
ウ
イ
ン
ド
フ

ァ

ン

三

千

円

〉
マ
都
市
ガ
ス
朗
、
」
ん
ろ
否
問

…
マ
ス
キ
|
靴

(
幻
・

5
2

無
料

~
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

日
マ
ベ
ビ

i
ベ
ヴ
ド
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

~
マ
品
川
り
の

マ
ベ
ビ
ー
た
ん
す

(
マ
ベ
ビ

l
パ
ス
マ
洗
掘
削
機

…
マ
チ
ど
も
山肌

(
男
・
さ
丁
目
歳
、
女

~
f
三
1
四
歳
、
女
チ
小
三
1
四
年
)

一
マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
マ
二
段
ベ
ッ
ド

…
マ
ズ
ポ
ン
プ

レ
ッ
サ
l

マ
竹
馬

へ
マ
婦
人
問
自
転
単

マ
布
団
干
し

一
マ
女
子
用
自
転
ボ

マ
M
風
機

~
マ
食
山
保
.
ド
棚

マ
剣
道
府
H
H

一
式

へ
-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
諜
(
内

〈
線

1
3
9
0
)

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

上田市保健センター(市役所南斤舎 2階)

舵 d会 実8在日 tJ 写L w. 

4か月 児
5月8日 63年12月16日-12Ji31日生

5月16日 64!手1月18-/己年1J-J 15日生

10か JJ児
5月9日 63年 6月16日-6月30日生

5月23日 63年 71-11U-7月15日生

u汲6か月児
5月10日 62年10月16日-10月31日生

5月24日 62!手11月1臼-11月15日生

3 総児
5月11日 61年 4月1日-4月15日生

5月19日 61王手4月16日-4月30日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

63年12月16日~JI;ljSl月15B生

63年 6凡16U-7月1581:.

62年 9JJl6rI-llJ] 15日生

5月17日

63年12月16日~定年 l月15日生

63年 6月168-7月15日生

621f.l0月16日-11月15日生

)11西社会福祉センター(JII西地区)

4か月児

10か月児

1員長6か月児

不
用
品
登
録
情
報

広報うえだ1.4. 16 [9] 



硬 骨

i.¥事
ア 少

善意三 年

泊ス ?
者数 ム
を室
募の
集

マ
対
象
者
市
民
か
市
内
の市
ド
業

所
に
勤
務
す
る
附
和
三
卜
五
年
四
月

以
降
生
ま
れ
の
か
た
マ
受
傷
期
間

五
月
八
日
開
か
ら
十
月
末
ま
で
の
毎

迎
月
刊
昨
日
マ
受
務
料
六
千
円

マ
募
集
人
員
列
女
ニ
ト
同
名
す
っ

マ
由
甲
・
込
方
法
受
付
は
四
月
二
十
問

日
仰
か
ら

4

必
ず
本
人
が
勤
労
背
少

年
ホ

l
ム
(
消
防
本
部
前

・
2
@
7

1
1
7
)
へ
来
館
し
て
申
し
込
む
。
受

付
時
川
は
午
後

一
時
か
ら
時
九
時
。

{
日
曜
、
祝
日
は
休
館
}

少
年
社
会
活
動
適
応
教
室

や
ま
び
こ
教
室
の

参
加
者
を
募
集

や
ま
び
こ
教
室
は
、
比
較
的
消
極

的
な
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
宿
泊
研

修
を
通
じ
て
自
由
で
活
発
な
生
き
万

を
身
に
つ
け
て
ら
ら
う
の
か
ね
ら
い
。

マ
日
程
①
前
則
:
・
六
月
一
日
同

1
三
日
出
(
須
坂
芳
年
の
家
)
②
後

期
・
:
十
月
四
日
附
i
六
日
樹
(
望
月

少
年
自
然
の
家
)
マ
対
象
小
学
校

五

・
六
年
生
、

中
や
俊

一
年

生

マ

参
加
貸

前
後
期
と
も
四
千
問

マ

申

込

先

各

学
校
の
学
級
担
任

マ

申
込
期
限

五
月
二
日

ω
マ
そ
の

他
参
加
恥
引
は
前
後
期
川

一
人
が
似

則

マ

問

い
合
わ
せ

円
少
年
ぷ
(内

線

1
7
3
2
)

「
信
州
青
年
連
帯
の
船
L

参
加
団
員
を
募
集

マ
期
間
八
月
七
日
聞
か
ら
同
十

八
日
凶
固
ま
で
マ
訪
問
先

中
務
人

民
共
和
問
(
H

リ
川
市
、
河
北
省
、
北

京
市
、

一火
山
市
}
マ
応
募
資
格
・
冗

年
四
月
一
日
現
在
、
出
町
内
に
肘
住
し

て
お
り
、
相
川
年
団
長
は
二
十
歳
以
上

三
十
九
歳
以
下
、
壮
年
間
只
は
四
十

議
以
上
六
ト
議
以
下
マ
負
担
金

十
八
万
五
千
問
マ
申
込
方
法
五

月
二
十
五
日
附
ま
で
(
運
営
団
只
は

四
月
二
十
八
日
幽
ま
で
)
に
汗
少
年

泌

(内
線
1
7
3
2
)
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準

備

講

習

会

-
第
一
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

マ
試
験
日
六
月
四
日
間
マ
試

験
場
所
上
田
市
マ
試
験
の
種
類

乙
四
・
丙
マ
願
書
受
付
四
月
二

十
日
附
か
ら
五
月

一
日
間
ま
で
に
倒

的
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
野
以
文

部
へ
郵
送
マ
そ
の
他
受
験
願
瞥

な
ど
は
消
防
本
部
予
防
諜
と
上
小
池

万
事
務
所
総
務
室
に
あ
り
ま
す
。

-
官
'
前
値
幅
習
会

マ
と
き
ぷ
川
二
十
三
日川

w
v

と
ニ
ろ
上
岡
市
消
防
会
館
マ
受

講
申
込
四
月
二
十
日
闘
か
ら
五
月

一
目
的
ま
で
に
州
防
本
部
予
防
総
へ

・
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
ぷ

{
宮

@
2
5
0
1
内
線
2
0
5
)

特
定

α設
作
業
を
行
う
場
A
H
は、

こ
の
げ
古
川
叩
を
守
リ
、
近
隣
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
.

ま
た
、
①
の
区
域
で
は
、
特
定
建
{

設
作
業
開
始
七
日
前
ま
で
に
、
市
長
)

へ
届
け
山
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
~

れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
を

」

し
て
く
だ
さ
い

。

)

-
問
い
合
わ
品

(

線

1
3
8
9
)

「
五
日
掛
。
午
前
九
時
三
ト
分
・
卜

一

}
時

・
午
後

一
時
三
十
分

・
三
時
の
四

回
投
影

マ
投
影
内
容

「
殺
の
忠
一

空
と
怒
星
へ
の
旅
」
マ
観
覧
料

小

中
学
生
無
料
、
高
校
生
以
上
の
学
生

行
五
十
円
、

一
一般
二
百

阿

マ

そ

の

他

的

記

以

外

の
土

・
日
・

祝
日
は

通
常
投
影
で
、
小
中
学
生
は
宥
料

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ

と

き

ぷ

バ
三
口
側
・四
日
嗣
・

五
日
制
問
。
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

マ
と
こ
ろ

パ
ソ
コ
ン
教
釜

マ
内

容
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
な

ど

マ
対
象
小
学
校
四
年

i
中
学

校

三

年

マ

定
員

各
口
と
も
二
十

名

マ
受
講
料

無
料

マ
そ
の
他

昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

太
陽
の
黒
点
を
見
ょ
う

マ
と
き

五
月
四
日
附
・五
日
幽
.

午
前
十
時
i
同
十
一
時
、
午
後

一
時

三
十
分
l
岡
三
時

マ
と
ニ
ろ

天

特
定
建
設
作
業
の

規
制
基
準
ガ

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
だ

海統6日

規制櫨ふ

京特定illi作集に相当する bのであっても、それが作業を繍始L
た自に鈴わるものについては適用除外とする

必地域区分。:…工業専用地織を除〈淘途指定黄色減

…用途指定のない地域のうち、病院・学校・図.銭 ・

保育所・ 4幸男1)受像老人ホームの周囲80m以内

t也域区分.~ ...(i以外の地峨

自磯田および休日

上 ゴ

回 Jレ

倉リ ア
宮 ン
@ 主造 ウ

催館 イ

事の ク
|業

[10] 
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ム
特
別
投
影
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始まります上m，H制70周年

¥( 

70周年記念事業のトップを切って 4月8・9目、

観光会館で聞かれた「いけばな展J 16流派から

93作品が展示されました。

ヒ川iliti大正8王手 5月 1日、県ドでは 31存IJの

市として"延'セしました。今年は、ちょうど市;伊i他

行70J，~1年o 4月から11月までさまざまな必念事業

か予定されています.広報では附次、これら~j定

を紹介していきます。 70周年にふさわしいミス上回 3 人を~びます。ま

た、ハ・ソスルのど自I"J!大会も同時聞かれます.

真田武者行列 t>とき 4月23日(11)午前1011与~

午後 111年 t>ところ 上回公悶~目吹さ.ir{j1) t> 

内容 騎.I.I~ 11袋、少行1:放の総勢 210人がト'.I]J.Ilえを出

先した後、-i1~J邑 l町、 j瓦町、梅野町を斜i 1)社主急ます。

民鏑流し bとき 4月23日(11)午後 1il寺-2時

t>ところ 11 政き j瓜1) t>内容 上町民踊j盛合会

の約300人が rtt:岡ぎくらJの出に合わせて日以き

通りを制ります.

シンボルマーク決まる

70川平をステ ップlニ、 l二W.ラインでj在住是す

る J-.11Iをお現しています。マークのカラーは

「ブル 」とし、明るトさわやかなぶオ去を f

メーンします。テー?は r21tlt~じめさ'して

ふれムいのまち うるおt・のまち」です

{シシポルマークは、 i正 rj' リI~デザイン協会吹

いえ:百1.から従楽していただき、それを線用し

まし fニ)
-大茶会

t>とき 4 fJ23円(11)午前10時- t>ところ 上

聞公悩!など b内容 流派合同によるヒm公開を

'1"心 とした茶会

70周年記念事業日程(5月上旬まで)

4月30日(11)午前 9時- t>と二ろ 上

t>内容 温州流翠風会による吟j立大会

-温州諸惨大会

t>とき

a tilJ.iu;鉛

-写真lこ見る上田市70年の歩み展

t>期間 4月22目的-5}17日(11) t>会場上

出市民会館 t>内容 大正8年から平成元年 1月

までの朕史的な写真約 200点を民示o Ilj政発展の

様 f-や人々のs;・らし、教育・文化などを年代ごと

に構成. -こどもまつり

t>とき 5月5日(鎚午前9時30分- t>ところ

上 m公同一椛 t>内容 子どもたちに~~しい遊び

坊を設け、チピッコの，oJ;!を広げます。

-オープニングセレモニー

t>とき 4月23日(11)午前10時- t>とニろ 市

民会自lfiIjiJ広場 b内容 rn制701均年記念事業の|刻

泌をiC.iした後、音楽隊などカ:am武将行列と一

品目にLll友さ:iujりをパレードします.

ぐ 誌をき.

・流鏑馬

t>とき 5 H 5 8(幼午後 1時- t>ところ J二

!日公同 t>内容 鎌合時代の狩裳E誌のバ.fj-が侠走

する 11〉ト.から昔、を射る*~上な減武。

{
体
観
測
ぺ
怠
(
M
m

上
}
マ
参
加
方
法

…
時
間
内
に
随
時
お
越
し
く
た
き
り

へ
マ

そ

の

他

中

学
生
以
ド
は
保
必
計

一
同
作
で

…

親
子
映
画
教
室

一

マ
と
き

四
月
二
十
九
日
出

・
三

一
十
日
刊
。
午
前
十
時
i
十

一
時
町
午

〈
後
一

時
三
十
分

1
二
時
三
十
分

マ

日
と
こ
ろ

彼
聴
覚
教
室
マ
内
容

一
日
本
の
他
U
お

(
品
内
切
す
ず
め
、
笠
一
地

一
級
}
な
ど

マ
入
渇
料

無
料

一

わ
ら
の
文
化
と
伝
承
事
業

…

マ

と

き

四

月
三
ト
日
開
午
前
九

…
時
l
午

後

四

時

マ

と

ニ

ろ

コ

ミ

へ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ

i
ル

(
二
階
)
マ
内
容

忠

弘

増

川

』

判
制
)
わ
ら
と
日
常
生
活
と
の
係
わ
り
の
寸
実

ω

~
務
と
記
蝕
」

マ
入
渇
料
集
…
斜

包

容

V
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1ー

のJ
U

同
唱

'
d
F

m
w
一

訂

正

お

わ

び

4

1

V

判
川

一
川
け
の
九
ペ
ー
ジ
、
「
上

き
釧
~
削
ゎ
山
口
忠
良
名
簿
」
中
、
本
町
の

ι
民
一

-H
治
会
H
K
名
が
「
中
沢

一
』
と
あ

I

劃

~
る
の
は
、
『
中
沢
雄

ご
さ
ん
の
誤

ト

上
九
リ
』

日

ろ

一

す
。

ン

こ

~

コ

と
』

回
h
V

M

上

)

ス

~〕

之

内
M
1

F

引
〈

-
a句

a'
aq--

[
 

)
ム
司
⑧
)

。
内
昨
日
必
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市
職
員

4
月
!
日
付

人
事
異
動

-
部
長
級

マ
民
生

mlk殺
L
L
川
地
山
城
保
健
羽
成

地
設
組
合
山
中
務
M
H
K
(
船
社
A
U
K
)

山
寺
保
雄
マ
賄
工
部
長
(
企
画
課

長
)
肉
体
耐
邦
夫
マ
参
事
液
土
木
課

長
(
土
木
品
以
)
谷
川
M

札口敏

-
帽
関
長
級

マ
企
画
謀
長
防
相
上
小
地
域
広
滅
行
政

事
務
組
合
事
務
局
次
長
(
農
村
繋
悩

謀
長
)
柄
沢
荘
一
マ
管
財
課
長
(
終

業
委
以
会
事
務
均
以
}
阿
川
久

マ
生
活
環
廃
品
H
K
{
第
二
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
)
合
楽
鶏
雄
マ
制

祉
謀
長
経
福
祉
事
務
所
次
長

{
社
会

教
科
川
深
長
)山
川
水
万
作

マ
保
有
深

川
以
(
学
校
教
行
泌
H
K
}

占

畑

州
U

マ
向
迷
交
通
謀
長
続
交
通
対
策
謀
長

(
交
通
対
策
課
長
)
温
之
入
真
マ

社
会
教
育
課
長
(
川
西
支
所
長
)一ニ

愉
辞
方
マ
凶
部
公
民
館
民
(
保
有

総
長
)
中
沢
渡
志
門
V

良
糸
委

μ会

事
務
局
長
(
西
部
公
民
館
長
)
宮
山

照
彦
マ
財
政
謀
長
(
同
心
得
)
寺

沢
勝
一
マ
農
村
悠
備
課
長
(
土
地

改
良
謀
略
岬
氏
側
似
紙
管
理
係
長
}
成

沢
宏
昭
マ
川
阿
支
所
長
(
社
会
謙

珊
部
長
補
佐
兼
医
療
給
付
係
長
)
小
泉

健
一
マ
学
校
教
育
課
長

(
管
理
課

泌
氏
補
佐
掠
庶
務
係
H
K
}
m
H
郎
勝

マ
あ
・
一
小
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
以
{庶

務
談
課
長
補
依
般
庶
務
係
長
}
水
出

光
夫

-
線
長
繍
佐
級

マ
市
民
ぷ
ぷ
H
K
仙川
ル
内
総
庶
務
係
長
(同

保
年
金
制
岬
A
H
K
削
除
統
国
民
年
金
係

長
)
松
沢
征
太
郎
マ
社
会
課
課
長

総
佐
義
医
療
給
付
係
長
(
生
活
環
境

諜
ぷ
H
K
補
佐
級
生
活
係
長
)
問
中
佐

敏
マ
土
地
改
良
A
A
H
K
納
依
政
紋

術
第
一
係
H
K
(
土
木
深
謀
長
補
佐
山
相

土
木
第
一
係
長
)
下
林
幸
雄
マ
智

雄
諜
諜
H
K
補
佐
旅
庶
務
係
長
{
昨
肌
作

会
以
恨
務
局
U
M
K
川
剛
佐
}
久
保
凶
刈

郎
マ
土
木
泌
総
長
納
佐
旅
土
木
第

一
係
長
(
工
務
総
謀
長
補
佐
北
部
建
設

係
長
)
三
浦
久
維
マ
下
水
道
端
部
課

長
補
佐
液
他
殺
係
長
(
よ
地
改
良
深

川州
H
K
M附
佐
続
技
術
第

一
係
以
)
小
川

紀
雄
マ
砲
築
諜
課
長
補
佐
耐
単
位
築

係
長
(
建
築
指
導
談
課
長
補
佐
兼
審

tx係
長
)
図
部
勝
則
マ
商
法
交
通

深
川
岬
長
補
佐
出
企
阿
波
巡
係
公
(
交
泌

対
策
ぷ
輔
副
録
制
低
級
高
速
交
通
係
長
}

石
黒
盟
マ
工
務
諜
課
長
補
佐
級

建
設
係
長
(
下
水
道
課
課
長
補
佐
北
部

建
設
係
長
}
竹
保
鴻
之
マ
庶
務
諜

泌
氏
補
佐
般
庶
務
係
長
(
業
務
掛
川
蝉

長
補
佐
兼
経
理
係
長
)
大
滝
用
品
志
夫

マ
社
会
教
育
謀
議
長
補
佐
兼
文
化
係

長
{
博
物
館
館
長
補
佐
厳
庶
務
学
芸
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